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地域公共交通の課題 基本方針

課題１
鉄道・バスが連携する
既存の地域公共交通
ネットワークの維持

Ａ 持続可能な地域公共交通ネットワークを構築するための維持・改善

地域公共交通は、特に交通弱者の生活になくてはならないものですが、利用者減やコロ
ナ禍等により交通事業者の経営環境が非常に厳しくなっていることから、効率的な輸送体
系の構築、適切な行政負担等により既に構築されている地域公共交通ネットワークの維
持・改善を図ります。

課題２
地域の状況・社会情勢
の変化・まちづくりの
動向を踏まえた移動手
段の確保

Ｂ 多様なニーズに対応した地域公共交通の確保

地域の状況や社会情勢の変化、さらにはまちづくりの進捗に応じて、既存の地域公共交
通での対応が難しい移動ニーズがある場合、それに応えていくために、地域の実情に応じ
た新たな移動手段の確保し、市全体の地域公共交通ネットワークの底上げを図ります。

課題３
関係する各主体の連携
と適切な役割分担

Ｃ 地域公共交通を支える体制・しくみの構築

交通事業者だけに頼った地域公共交通の維持は厳しい状況を踏まえ、行政や交通事業者、
住民等、それぞれの主体が適切に連携・役割分担し、持続的かつ効果的な地域公共交通の
維持・確保・改善を図ります。

基本方針 番号 施策メニュー
Ａ

持続可能な地域公共交通
ネットワークを構築するた

めの維持・改善

Ａ－１ 行政負担による地域公共交通の維持

Ａ－２ コミュニティバスのサービス改善・見直し

Ａ－３ 誰もが使いやすい公共交通環境整備

Ｂ
多様なニーズに対応した
地域公共交通の確保

Ｂ－１ 鉄道・バスによるカバー率が低い地域における移動手段の確保

Ｂ－２ まちづくりの進捗にあわせた移動手段の確保

Ｂ－３ ターゲットを明確にした交通弱者の移動支援

Ｃ
地域公共交通を支える
体制・しくみの構築

Ｃ－１ 地域公共交通に係る協議・調整の場づくり

Ｃ－２ 観光・商業施設・地元企業等との連携

Ｃ－３ 地域公共交通に関する情報発信

Ｃ－４ 地域公共交通の担い手の確保

Ｃ－５ 地域公共交通を地域が自ら守り育てる意識の醸成

Ｃ－６ 地域主体の検討・運行を支援するスキームの構築
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施策内容等は、今後の地域・関係者協議により決定いたします。
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